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水質改善に関する取組について

①合流式下水道の改善

札幌市下水道河川局
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１ 合流式下水道の問題点
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下水道の排除方式

合流式下水道

汚水と雨水を1本の管路で排
除する方式。

合流管：汚水＋雨水

汚水と雨水を別々の管路で
排除する方式。

雨水管 汚水管

分流式下水道
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下水道の排除方式（分流式下水道）

分流式下水道

●下水道管が２本（雨水・汚水）必要なので、複雑で高価。

●汚水は下水道処理場できれいにされ放流される。

●雨水はそのまま河川へ放流される。

家庭からの汚水

宅地内雨水、道路雨水

汚水と雨水を別々の管路で
排除する方式。

雨水管

汚水管
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下水道の排除方式（合流式下水道）

合流式下水道 汚水と雨水を1本の管路
で排除する方式。

●1本の下水道管で済むので施工性・経済性が良い。

●下水道の処理能力を超える雨が降ると、汚水が混ざった雨
水が河川へ放流される場合がある。

家庭からの汚水
宅地内雨水、道路雨水

合流管：汚水＋雨水
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石狩川

JR札幌駅

豊平川

札幌ドーム

モエレ沼公園

市役所

創成川処理区

伏古処理区

豊平川処理区

新川処理区

手稲処理区

茨戸処理区

全１０処理区
２５，４５７ｈａ

６処理区
１６,５２３ｈａ
が合流式

約６割約６割

札幌市の下水道処理区域

凡例
整備区域
合流式区域
処理場（合流式）
処理場（分流式）
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都心部を中心に、下水道整備が急務
⇒施工性が良く、安価な、

合流式を採用！

合流式下水道の問題点

晴 天 時 雨 天 時

水再生プラザ

吐口

雨水

汚水＋雨水

汚水

雨水で薄まった
下水の一部が
河川へ放流！

大雨時には、雨水で薄まった下水の一部が流出
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合流式下水道の問題点（きょう雑物の流出）

●きょう雑物
雨水吐き口の放流先では、雨天
時にゴミやトイレットペーパー
などのきょう雑物が流出し、景
観の悪化などの問題となってい
ます。

放流水中のきょう雑物放流水中のきょう雑物

水再生プラザ

吐口

雨水

汚水＋雨水

汚水

9

大雨時には、雨水で薄まった下水の一部が流出

●河川水質の悪化
雨天時の比較的短時間に、汚れた下水が川へ放流され、
この中に含まれる汚濁物が水質の悪化などの悪影響をもた
らしています。

合流式下水道の問題点（河川水質の悪化）

水再生プラザ

吐口

雨水

汚水＋雨水

汚水

⇒合流式よりも分流式の水質の方が良い 10

大雨時には、雨水で薄まった下水の一部が流出
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２ 合流式下水道の改善策
＝ 合流改善
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合流改善の経緯

●昭和５５年 平成元年

●平成2年 

札幌市において、合流改善開始

⇒処理能力の増強（処理水量の増加）

貯留管、滞水池の運用開始

・平成2年 茨戸水再生プラザ雨水滞水池運転開始

・平成9年 創成川貯留管運転開始

・平成15年 伏古川貯留管運転開始
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●平成１３年 １４年

●平成１６年

合流改善の経緯

東京都にオイルボールが漂着⇒社会問題化。
翌年、国土交通省が「合流式下水道緊急改善事業」を創設。

「下水道法施行令」が改正
⇒対策が義務化

オイルボール

13

「合流式下水道緊急改善事業」に着手
（豊平川、伏古川、新川、手稲処理区）

「札幌市合流式下水道改善基本計画」の策定
札幌市では・・・

合流改善の目標

①汚濁負荷量の削減

②公衆衛生上の安全確保

③きょう雑物の削減

合流改善事業

合流式下水道改善対策指針
⇒目標を設定

⇒雨天時の放流水質を改善

⇒雨天時の未処理放流回数を削減

⇒雨天時に放流されるゴミを削減

14
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合流式の場合の汚濁負荷量 分流式に置換えた場合の

汚濁負荷量

年
間
負
荷
量
B
O
D
※

（
t 
 /
  
年
）

雨水汚濁負荷量 汚水汚濁負荷量

合流改善の目標
①汚濁負荷量の削減

（目 標）
分流式下水道と置き換えた場合において排出する汚濁負荷量と同等以下
となること

削減！！

⇒ 雨天時の放流水質を改善

15
※BOD：水の汚れを示す指標の一つ

合流改善の目標
②公衆衛生上の安全確保
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豊平川 伏古川

創成川 新川

手稲 茨戸
平均60
～80回

平均30回以下

管渠、処理場の増強

⇒雨天時の未処理放流回数を削減

（目 標）
合流式下水道のすべての吐口からの未処理下水の放流回数を少なくとも
半減させる
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合流改善の目標
③きょう雑物の削減

放流水中のきょう雑物放流水中のきょう雑物

⇒雨天時に放流さるゴミを削減

（目 標）
原則として、合流式下水道の全ての吐口において、きょう雑物の流出を
極力防止する

17

３ 対策の内容

18
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●貯留管、滞水池の整備

①汚濁負荷量の削減
 雨天時の放流水質を改善 

19

⇒降雨の降り始めの下水を、一時的に貯めて、処理場
の余裕がある晴天時に処理して放流する

●雨天時活性汚泥処理法の導入

⇒雨天時における処理水量を増やす

対策内容

●貯留管の整備（伏古川、豊平川、創成川処理区）
降雨の降り始めに、高濃度の下水が流入するため、一時的に
貯めて、処理場の余裕がある晴天時に処理して放流する。

※茨戸水再生プラザでは、滞水池を整備（効果は貯留管と同様）

札幌新道

札幌刑務所

伏古川水再生プラザ

改善前改善前改善後
（貯留管設置後）
改善後

（貯留管設置後）

貯留管 貯留管 20

①汚濁負荷量の削減
 雨天時の放流水質を改善 

一時的に貯留 放流なし
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最初
沈殿池

最終
沈殿池 河川

沈殿・消毒
放流

通常の処理通常の処理雨天時下水
活性汚泥処理法
雨天時下水

活性汚泥処理法

雨天時に一部の汚水を簡単な沈殿
消毒処理のみで放流

反応槽

雨天時の汚水を生物処理すること
により放流負荷を削減

●雨天時下水活性汚泥処理法の導入（新川、手稲処理区※）
既存の処理場を改造することにより、雨天時の処理水量を
増やす ※手稲処理区は今後導入予定

①汚濁負荷量の削減
 雨天時の放流水質を改善 

新たな水路やゲートの整備により後段に送る

21

合流管

堰（せき）
分水マンホール

堰の高さを調節
（高くする）

処理場へ河川へ

22

●堰高の調整（新川処理区、手稲処理区）
未処理放流回数を半減させるために、分水マンホール内の
堰の高さを調節（高く）する。

②公衆衛生上の安全確保
 雨天時の未処理放流回数を削減 
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ネット設置時 きょう雑物捕捉時

24

③きょう雑物の削減
 雨天時に放流されるゴミを削減 

●ネット式スクリーンの設置（吐口での対策）
・放流先にきょう雑物を補足するネット式スクリーンを設置
・雨天後定期的に清掃を実施



13

設備設置時 きょう雑物捕捉時
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③きょう雑物の削減
 雨天時に放流されるゴミを削減 

●機械式スクリーンの設置（分水マンホールでの対策）

きょう雑物を除去する設備を分水マンホール内に設置。

合流管
合流管

越流ぜき 越流ぜき

放流管
浮遊物

汚水流出管 汚水流出管

浮遊物

放流管

ガイドウォール
制御板

装置設置前 装置設置後

渦巻流 26

③きょう雑物の削減
 雨天時に放流されるゴミを削減 

●水面制御装置の設置（分水マンホールでの対策）
・制御版等で渦巻き流を発生させきょう雑物を除去する。
・動力を必要としない設備。
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スクリーン等設置位置
ネット式スクリーン
設置個所：１２箇所

機械式スクリーン
設置個所：１７箇所

水面制御装置
設置個所：１２箇所

27

③きょう雑物の削減
 雨天時に放流されるゴミを削減 

公衆衛生上
の安全確保

きょう雑物
の削減

貯留管
整備

滞水池
整備

雨天時下水
活性汚泥
処理法

堰の
嵩上げ

スクリーン
設置

豊平川 ● ー ー ー ●
伏古川 ● ー ー ー ●
新 川 ー ー ● ● ●
手 稲 ー ー ○ ● ●
創成川 ● ー ー ー ●
茨 戸 ー ● ー ー ●

対策の進捗状況(H28時点)

汚濁負荷量
の削減

公衆衛生上
の安全確保

きょう雑物
の削減

汚濁負荷量の削減

雨天時の
放流水質
の改善
↓

分流並み
の汚濁負
荷量まで
削減

雨天時の
未処理放
流回数の
削減
↓
未処理
放流回数
３０回/年
以下

雨天時に
放流され
るゴミの
削減
↓
全ての
吐口に
ｽｸﾘｰﾝ設置

処理区

計画目標

合流改善対策の概要

28●：対策済、○：今後対策予定、ー：対策不要
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４ 事業効果の検証

（伏古川処理区）

29

事業効果の検証
●対策について

・合流式下水道緊急改善事業（国土交通省、平成14年創
設）により、対策を実施している場合、効果の検証が
必要。

30

●効果の検証について

・下水道法施行令（国の法律）により、対策が義務化。

⇒ 平成24年度に対策を完了した伏古川処理区において、
平成25 平成27年度のデータが蓄積できたため、
効果の検証を実施

⇒ 平成35年度までに対策が必要



16

事業効果の検証

伏古川処理区における各対策について

31

①汚濁負荷量の削減（雨天時の放流水質を改善）
⇒ 貯留管の整備（H14完了）

②公衆衛生上の安全確保（雨天時の未処理放流回数を削減）
⇒ 対策の必要無※

③きょう雑物の削減（雨天時に放流されるゴミを削減）
⇒ スクリーンの設置（H24完了）

（※放流回数30回以下であることをシミュレーションにより確認）

実降雨によるシミュレーション実施
77

対策施設の効果があるものと判断

対策前

分流並み
貯留管
整備後

シミュレーションによる検証シミュレーションによる検証

32

H25~H27の実降雨を対象

シミュレーションの水質結果と実際
の水質結果を比較

事業効果の検証
①汚濁負荷量の削減（雨天時の放流水質を改善）
対策内容：貯留管の整備

シミュレーションの妥当性の確認7
7
シミュレーション上の水質結果と

実際の水質結果が一致

汚濁負荷削減量（シミュレーション）

分流並みの汚濁負荷量まで削減可能

シミュレーションの妥当性あり
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下水道法施行令で定めるBOD40㎎/L以下を達成

下水道施行令の水質基準

33

事業効果の検証
①汚濁負荷量の削減（雨天時の放流水質を改善）
対策内容：貯留管の整備

実績による検証実績による検証

実降雨によるシミュレーション実施
77

対策施設の効果があるものと判断

シミュレーションによる検証シミュレーションによる検証

34

H25~H27の実降雨を対象

シミュレーションの放流量と実際の
放流量を比較

事業効果の検証
②公衆衛生上の安全確保（雨天時の未処理放流回数を削減）
対策内容：なし（シミュレーションにより放流回数30回以下）

シミュレーションの妥当性の確認7
7
シミュレーション上の放流量と

実際の放流量が一致 放流回数30回/年以下まで削減可能

シミュレーションの妥当性あり
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35

事業効果の検証
②公衆衛生上の安全確保（雨天時の未処理放流回数を削減）
対策内容：なし（シミュレーションにより放流回数30回以下）

放流回数30回/年以下を達成

実績による検証実績による検証

※H28はH29.2現在の状況

36

事業効果の検証
③きょう雑物の削減（雨天時に放流されるゴミを削減）
対策内容：スクリーンの設置

きょう雑物捕捉状況（ネット式）きょう雑物捕捉状況（ネット式） きょう雑物捕捉状況（機械式）きょう雑物捕捉状況（機械式）

捕捉状況より対策施設の効果を確認
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制御盤

ガイドウォール

37

事業効果の検証
③きょう雑物の削減（雨天時に放流されるゴミを削減）
対策内容：スクリーンの設置

きょう雑物捕捉状況（水面制御装置）きょう雑物捕捉状況（水面制御装置）

捕捉状況より対策施設の効果を確認

公衆衛生上
の安全確保

きょう雑物
の削減

貯留管
整備

滞水池
整備

雨天時下水
活性汚泥処
理法

堰の
嵩上げ

スクリーン
設置

豊平川 ● ー ー ー ● H26 今後実施

伏古川 ● ー ー ー ● H24
今年度
検証

新 川 ー ー ● ● ● H26 今後実施

手 稲 ー ー ○ ● ● H35までに
対策

今後実施

創成川 ● ー ー ー ● H8 検証済

茨 戸 ー ● ー ー ● H2 検証済

対策の進捗状況(H28時点)

検証状況汚濁負荷量
の削減

公衆衛生
上の安全
確保

きょう雑物
の削減

汚濁負荷量の削減 対策
完了年度

処理区

計画目標

雨天時の
放流水質の
改善
↓

分流並みの
汚濁負荷量
まで削減

雨天時の
未処理放流
回数の削減
↓
未処理
放流回数を
３０回/年
以下

雨天時に
放流される
ゴミの削減

↓
全ての
吐口に
ｽｸﾘｰﾝ設置

事業効果の検証

38伏古川処理区は効果の検証を実施し、事業完了
●：対策済、○：今後対策予定、ー：対策不要
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今後に向けて（伏古川処理区）

●放流状況モニタリングの継続

整備した施設の適正な維持管理を行い、施設の延命化を
図るとともに継続的に合流式下水道からの放流水の状況を
モニタリングし水質保全に努める。

39

ご清聴ありがとうございました。

40


